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第
1
号
（
松
代
）

第
2
号
（
室
野
）
｝
七
月
四
日
か
ら

第
3
号
（
蒲
生
）
七
月
十
四
日
か
ら

　
毎
年
多
数
の
皆
様
か
ら
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
町
民
プ
ー
ル
を
、
次
の
と
お
り
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
き
ま
り
を
守
り
み
ん
な
で
楽
し
く
泳
い
で

く
だ
さ
い
。

繁
舞
◎
時
間

護
淵
墾
娯
羅

｝
欄
　
一
回
目
9
時
ム
時

　
調
レ
び
　
　
二
回
目
　
1
2
時
～
1
4
時

鱒
、
二
回
目
廻
時
－
。
轡
分

覗酵

蝦
　
第
三
号
（
蒲
生
）

　
溜
民
富
　
　
一
回
目
　
m
時
　
～
　
1
2
時

構
需
鑛
嗣
－
・
分

継
舗
　
　
　
　
　
5
時
3
・
分

海
御
⑨
婿
上
の
注
意

謙
①
動
躰
驕
場
ず
準
備
運

　
　
　
　
　
　
②
体
の
具
合
の
悪
い
人
は

嚇な

　
水
に
入
ら
な
い
．

鋸
獲
　
③
管
理
人
の
注
意
は
ぜ
・

纐
⑤
④
た
搬
騨
響

　
　
　
　
　
　
　
大
人
が
つ
い
て
く
る
。

　
⑥
プ
ー
ル
の
廻
り
で
遊
ば
な
い
。

　
⑦
プ
ー
ル
の
中
に
物
を
投
げ
入
れ
な
い
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
大
勢
の
人
が
利
用
さ
れ
る

の
で
す
か
ら
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第
1
号
（
松
代
）
プ
ー
ル
は

　
　
　
　

　
　
夜
も
開
設

　
　
　
　
ー
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
ま
す
ー

　
第
1
号
（
松
代
）
の
プ
ー
ル
は
次
の
期
間

夜
も
開
設
い
た
し
ま
す
。
み
ん
な
で
き
ま
り

を
守
り
楽
し
く
泳
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
期
間
と
時
間

　
　
7
月
2
1
日
～
8
月
m
日

　
　
午
後
7
時
～
9
時

◎
き
ま
り

　
　
使
用
上
の
注
意
①
～
⑦
を
厳
守
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
　
酒
類
を
の
ん
だ
人
は
入
場
し
な
い
こ
と
。

　
ま
た
、
酒
類
や
危
険
物
は
持
ち
込
ま
な
い

　
で
下
さ
い
。
時
間
を
守
つ
て
く
だ
さ
い
。

（1）



（2）

上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
の

　
　
　
　
　
財
政
状
況
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
組
合
管
内
の
皆
さ
ん
に
良
ぐ
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
毎
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
一
日
か
ら
昭
和
五
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
五
〇
年
度
の
予
算
状
況

　
九
月
末
現
在
で
は
予
算
額
七
億
七
、
七
三
二
万
八
千
円
で
し
た
が
、
そ
の

後
一
千
五
六
〇
万
五
千
円
を
追
加
し
て
三
月
末
の
予
算
額
は
七
億
九
、
二
九

三
万
三
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
し
た
主
な
も
の
は
将
来
の
財
政
運
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の

退
職
手
当
積
立
金
と
財
政
調
整
積
立
金
及
び
上
越
北
消
防
署
庁
舎
設
計
委
託

料
、
中
郷
地
区
化
学
工
業
地
帯
防
災
対
策
費
等
の
費
用
で
あ
り
ま
す
。

1．予算の執行状況（51．a31現在）

歳　　入 歳　　　出

区　　　　　分 予算額 収入済額 区　　　　　分 予算額 支出済額

1．分担金及び負担金 738893喬 73需430喬 1．議　　　　会　　　　費 233孟 205再
1，一r般負担金（市町村負担金） 732，754 731，552 2総　　　　務　　　　費 777，525 748，806

2．特　　別　　負　　担　　金 6，139 5，878 1．総　務　管　理　費 772，662 744293

2。使用料及び手数料 2，000 2，104 1．一　般　管　理　費 662，978 634，610

a　国　　庫　　支　　出　金 10，560 0 2．退職手当基金費 57，437 57，437

4　財　　　産　　　収　　入 7，095 7，131 3．財政調整基金費 52，247 52，246

5．　寄　　　　附　　　　金 1 0 2．特定地域防災対策費 4863 4，513

6．繰　　　　越　　　　金 11，579 11，580 a公　　　　債　　　　　費 10260 9，291

7．　諸　　　　収　　　　入 4，620 5，205 4。予　　　　備　　　　　費 4，915 0
a　組　　　　合　　　　債 17，000 0
9．県　　支　　出　　金 1，185 0
歳　　入　　合　　計 792，933 763，450 歳　　出　　合　　計 792，933 758，302

（51．3．31現在）2財産の状況

（1）建　　物

庁　　　企　　　名 構　　　　　　　造
面 積（㎡）

建　築　費口

1　階 2　階 計

本　　庁 木　　造　　二　　　階　　建 115．12 75．76 19088 上越市から甫
上越北消防署

分　　室 〃 74．18 39．66 11384 無償譲与

頚　北　消　防　署 鉄骨ALC板造二階建 197．59 219．25 416．84 17，100

庁　　舎 鉄骨ALC板造二階建 197．59 21925 41684 17，100

頚南消防署
別棟車庫 鉄　　骨　　造　平　　家　　建 8288 8288 4，075

東　頚　消　防　署 鉄骨ALC板造二階建 197．59 219．25 416．84 17，100

名　立　分　遣　所 鉄骨コンクリートブロツク造平家建 189．00 189．00 7，980

松　代　　　　〃 鉄骨コンクリートブロツク造二階建 135．00 56．25 191．25 7，673

消　　防　　本　　部 鉄骨造二階建（1階吹抜）トタン葺 5198 51．98 4，500

石油化学工業地帯防災
資機材格納庫

鉄　　骨　　造　　平　　家　建 2624 2624 1，450

計 1，215．19 88L40 2096．59 76，978

　
　
有
価
証
券

　
　
　
電
信
電
話
債
券
（
割
引
債
）

　
　
　
　
額
面
　
二
、
三
四
〇
千
円

　
　
車
　
輌

　
　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
八
台

　
　
　
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
台

　
　
　
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
台

　
　
　
車
　
　
　
　
　
　
　
　
一
台

　
　
　
自
動
車
　
　
　
　
　
　
一
台

　
　
　
除
く
）
　
　
　
　
　
六
台

　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
四
一
台

　
3

ラ2（ラ3（　
1
　
2

　
4
　
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

　
5
　
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ

　
6
　
防
災
工
作
車
　
　
　
　
二
台

7
　
救
急
自
動
車
（
日
赤
分
七
台

8
　
指
令
車
　
　
　
　
　
十
台

三
、
地
方
債
の
現
在
高

　
　
　
　
（
五
一
・
三
・
一
一
二
現
在
）

　
消
防
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
六
四
、
二
〇
一
千
円

（1）（2）（3）

郵
政
省
借
入
額

　
　
　
　
二
五
、
二
七
五
千
円

市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会

借
入
額
　
三
一
、
二
二
六
千
円

新
潟
県
自
治
振
興
資
金

　
　
　
　
　
七
、
七
〇
〇
千
円

四
、
一
時
借
入
金
の
現
在
高

　
　
　
　
（
五
一
・
三
二
一
二
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
千
円

　
昨
年
、
　
「
農
業
を
志
向
す
る
会
員
相
互
の
学
習
と
、
仲
間

づ
く
り
に
よ
っ
て
地
域
農
業
の
中
核
者
と
な
る
べ
き
活
動
を

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
青
友
会

が
発
足
し
、
今
年
は
次
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
終
了
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
活
動
に

仲
間
入
り
く
だ
さ
い
。
農

業
を
や
っ
て
い
る
青
少
年

の
ご
入
会
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

　
申
込
み
は

　
青
友
会
事
務
局

圃
青
友
会
活
動
計
画

　
四
月
三
〇
日

　
五
月
二
〇
日

　
六
月
中
旬

　
七
月
上
旬

総
　
会

ぺ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
視
察
研
修

ク
ラ
ブ
員
宅
相
互
訪
問

稚
苗
移
植
・
タ
バ
コ
視
察
研
修

農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ

　
　
　
『
青
友
会
」

に
仲
間
入
り
を

七
月
一
一
＝
日
～
八
月
一
日

　
キ
ャ
ン
プ
（
立
科
高
原
）

八
月
二
〇
日
～
二
一
日

　
ク
ラ
ブ
交
歓
会

（
松
代
農
業
改
良
普
及
所
内
）

　
電
話
　
7
1
2
0
5
3

　
十
月
下
旬
　
　
　
反
省
会

　
こ
の
ほ
か
、
県
主
催
の
リ
ー
ダ
研
修
・
技
術
交
換
大
会
・

実
績
発
表
研
究
大
会
、
国
で
開
催
の
全
国
技
術
交
換
大
会
等

へ
の
参
加
を
計
画
し
て
い
ま
す
。



水
の
事
故
を
防
ご

　
本
格
的
な
水
の
季
節
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
県
は
、
海
や
川
な

ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、

農
業
用
水
路
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
昨

年
は
こ
の
時
期
に
六
十
八
人
（
全
国
第

四
位
）
も
の
多
く
の
方
々
が
水
に
命
を

奪
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
と
く
に
幼
児
、
児
童
の
水

死
事
故
が
多
く
、
東
頚
城
郡
内
で
も
本

年
に
入
っ
て
す
で
に
一
人
の
幼
児
が
水

に
命
を
奪
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
で
き
ご
と
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を

十
分
注
意
い
た
し
ま
し
よ
う
。

◎
　
危
な
い
遊
び
に
は
一
声
注
意

　
　
子
供
は
幼
児
期
の
水
遊
び
か
ら
成

　
長
す
る
に
つ
れ
て
魚
つ
り
、
水
泳
な

　
ど
水
に
親
し
み
、
水
を
楽
し
み
ま
す
。

　
「
水
は
楽
し
い
も
の
、
し
か
し
こ
わ

　
い
も
の
」
と
い
う
こ
と
ば
の
よ
う
に

　詑1鮎　 ρン

　
私
達
松
代
町
住
民
と
し
て
、
生
産
さ

れ
る
物
に
つ
い
て
既
に
、
主
要
作
物
で

あ
る
米
に
つ
い
て
は
充
分
知
っ
て
い
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
他
土
地

を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
る
物
が
ど
の
位

あ
る
の
か
割
合
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
農
業
委

員
と
し
て
も
、
会
長
始
め
、
豊
か
な
町

う

　
水
遊
び
に
は
危
険
な
一
面
も
あ
っ
て

　
毎
年
子
供
の
水
の
事
故
が
繰
り
返
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
そ
こ
で
保
護
者
は
、
次
の
こ
と
に

　
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
○
　
幼
児
へ
の
注
意

　
　
※
必
ず
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
、

　
　
　
目
を
離
さ
な
い
。

　
　
※
家
の
周
囲
の
池
、
堀
、
防
火
用

　
　
　
水
な
ど
に
は
サ
ク
や
覆
い
を
し
、

　
　
　
風
呂
の
水
は
お
と
し
て
お
く
。

　
○
　
児
童
、
生
徒
へ
の
注
意

　
　
※
魚
つ
り
や
水
泳
に
は
安
全
な
場

　
　
　
所
を
選
ば
せ
る
。

　
　
※
自
分
の
泳
力
は
ひ
か
え
目
に
考

　
　
　
え
、
注
意
し
て
無
理
な
遠
泳
や

　
　
　
渡
河
を
さ
せ
な
い
。

◎
　
監
視
体
制
に
手
ぬ
か
り
は
な
い
か
。

　
　
プ
ー
ル
等
の
遊
泳
場
所
に
つ
い
て

　
は
、
集
団
の
引
卒
者
、
同
伴
者
、
保

　
護
者
に
よ
る
自
主
的
な
監
視
が
十
分

松

代

町

と

　
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
、
い
ま
一
度

　
検
討
し
て
下
さ
い
。

◎
　
有
事
の
際
の
連
絡
方
法
は
十
分
か
。

　
　
溺
者
の
発
見
等
、
有
事
の
際
の
救

　
助
方
法
な
ら
び
に
連
絡
方
法
等
に
つ

　
い
て
関
係
者
と
十
分
な
る
打
合
せ
を

　
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

交
通
事
故
を

　
　
　
　
な
く
し
よ
う

　
七
月
は
交
通
安
全
の
月
で
す
。

　
最
近
町
内
で
の
人
身
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
六
月
ま
で
に

五
件
の
人
身
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
も
被
害
者
は
全
部
こ
ど
も
で
す

　
運
転
者
と
大
人
が
注
意
し
合
っ
て
幼

児
や
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
よ
う
。

　
七
月
十
日
は
新
潟
県
の
交
通
安
全
宣

言
日
で
あ
り
、
七
月
三
十
日
は
松
代
町

の
交
通
安
全
宣
言
日
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
ん
な
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
事
故
を
起
さ
な
い
、
事
故
に
合
わ

な
い
工
夫
を
し
ま
し
よ
う
。

山
　
菜

蒲
生
　
　
山
　
　
岸
　
　
正

作
り
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
方
向
に
、

意
欲
的
に
進
む
べ
き
か
を
模
索
す
る
こ

と
が
必
要
か
を
常
々
協
議
は
し
て
い
る
。

　
去
る
五
月
二
十
五
、
六
日
と
二
日
間

に
渉
っ
て
、
中
里
村
の
中
苗
育
成
と
植

付
の
状
況
や
、
北
越
北
線
開
通
後
の
民

宿
の
在
り
方
、
こ
れ
か
ら
の
花
木
生
産

の
現
況
や
方
向
等
に
つ
い
て
視
察
し
て

来
た
。
つ
い
で
に
、
松
代
町
の
農
協
の

山
菜
出
荷
先
で
あ
る
南
魚
小
出
町
の
大

沢
加
工
を
訪
問
し
て
種
々
の
お
話
し
を

承
わ
り
、
加
工
の
状
態
等
も
視
る
機
会

を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。

　
先
ず
大
沢
加
工
株
式
会
社
の
若
き
社

長
よ
り
会
社
の
形
態
等
も
聞
き
、
非
常

に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
会

社
の
社
員
は
殆
ん
ど
地
元
の
人
達
の
し

か
も
若
い
青
年
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、

そ
の
青
年
達
に
依
っ
て
運
営
企
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ど

そ
し
て
松
代
町
の
独
活
が
質
と
し
て
一

番
良
く
大
沢
加
工
工
場
の
独
活
の
出
荷

平
（
農
業
委
員
）

量
の
約
六
割
が
〆
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
因
み
に
松
代
町
の
昨

年
度
の
独
活
の
出
荷
量
は
五
三
、
五
九

八
晦
金
額
に
し
て
、
五
五
四
万
七
千
円

と
か
、
山
菜
全
部
の
金
額
は
一
、
一
九

一
万
四
千
円
、
そ
の
半
分
が
独
活
で
〆

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
訳
で
、

既
に
大
沢
加
工
で
は
松
代
町
に
二
反
歩
、

川
西
町
に
六
反
歩
程
、
独
活
の
栽
培
を

試
作
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
私
達
も
そ
う
言
う
前
向
き
な
姿
勢

で
奪
う
と
い
う
こ
と
か
ら
作
る
方
向
に

進
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
ケ
か
。
手
間
が

高
い
と
云
わ
ず
に
荒
廃
し
た
休
耕
田
と

そ
の
畦
畔
が
植
林
も
大
切
だ
が
何
れ
生

え
て
い
る
独
活
で
あ
り
、
そ
れ
を
太
く

伸
び
た
型
で
収
獲
す
る
こ
と
は
能
率
的

に
も
採
算
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で

は
。
自
生
し
て
い
る
土
地
の
条
件
を
生

か
す
と
倶
に
条
件
作
り
も
又
一
法
で
は

な
か
ろ
う
か
。
又
何
回
も
切
ら
ず
に
五

本
の
中
二
本
は
残
し
て
欲
し
い
と
も
言

わ
れ
た
。
豊
か
な
資
源
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑩

乳
幼
児
に
虫
歯
が
非
常
に
多
い

　
四
月
に
乳
児
検
診
を
は
じ
め
、
二
才

児
三
才
児
の
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
が

そ
の
結
果
残
念
な
こ
と
に
、
大
変
虫
歯

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
虫
歯
の
羅
患
率
は
、
二
才
児
で
七
二
・

七
％
三
才
児
で
八
七
・
八
％
で
し
た
。

虫
歯
が
一
本
も
な
い
幼
児
は
、
二
才
児

は
三
三
人
の
中
九
人
、
三
才
児
は
四
一

人
の
中
五
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
虫
歯
の
原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
検
診
や
衛
生
指
導
の
際
い
つ
も

言
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
お
母
さ
ん

の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
予
防
で
き
る

事
が
多
い
の
で
す
。

母
乳
で
育
て
る
の
が
少
な
い

　
検
診
で
気
づ
い
た
主
な
も
の
を
上
げ

て
み
ま
す
と

　
○
母
乳
栄
養
が
少
な
い

　
○
離
乳
完
了
が
お
そ
い
（
二
年
か
か

　
　
る
の
も
あ
る
）

　
○
間
食
が
多
い
（
そ
の
た
め
食
事
の

　
　
時
食
べ
な
い
）

　
ほ
か
に
も
種
々
あ
り
ま
す
が
、
言
え

る
こ
と
は
、
育
児
に
つ
い
て
の
基
礎
的

な
知
識
が
十
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
健
康
な
子

を
育
て
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
っ
と
育

児
担
当
者
の
勉
強
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

　
検
診
・
学
級
に

　
　
　
　
　
参
加
し
よ
う

　
松
代
町
で
は
、
母
子
保
健
に
つ
い
て

五
十
一
年
度
に
次
の
よ
う
な
検
診
、
学

級
、
健
康
相
談
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
◎
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
前
期
、
中
期
、
後
期
の
三

回
コ
ー
ス
で
行
な
い
ま
す
。

　
○
妊
娠
の
成
立
、
生
理

　
○
妊
娠
中
の
生
活
栄
養

　
○
妊
娠
体
操

　
○
分
娩
、
産
褥
、
新
生
児

　
○
家
族
計
画

　
◎
産
後
検
診

　
産
後
ニ
カ
月
に
尿
検
査
、
血
圧
測
定

を
行
な
い
、
産
後
の
健
康
状
態
を
調
べ

ま
す
。
二
ヵ
月
児
の
健
康
相
談
と
合
せ

て
行
な
い
ま
す
。

◎
孫
親
学
級

育
児
担
当
者
は
、

母
親
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
し
、
特
に
農
繁
期
は
、
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
ま
か
さ
れ

て
い
る
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で

孫
の
面
ど
う
を
見
て
い
ら
れ
る
方
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
基
本
的
な
育
児
方
法

に
つ
い
て
一
諸
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
◎
二
カ
月
児
健
康
相
談

　
産
後
検
診
と
合
せ
て
身
体
計
測
と
健

康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

◎
育
児
学
級
（
前
期
）

　
生
後
四
、
五
ヵ
月
児
を
対
象
に
、
身

体
計
測
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
検
診

を
行
な
い
合
せ
て
離
乳
に
つ
い
て
の
学

習
を
し
て
い
き
ま
す
。

◎
育
児
学
級
（
後
期
）

　
生
後
八
・
九
カ
月
児
を
対
象
に
、
満

一
年
を
迎
え
る
に
当
っ
て
、
精
神
、
身

体
の
発
育
状
況
、
事
故
防
止
、
離
乳
完

了
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

◎
乳
児
検
診

　
生
後
六
ヵ
月
～
十
ニ
カ
月
ま
で
の
乳
児

で
身
体
計
測
と
医
師
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

◎
一
歳
児
検
診

　
生
後
一
年
～
二
年
ま
で
の
幼
児
で
身

体
計
測
と
医
師
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

◎
二
歳
児
検
診

　
二
才
六
カ
月
～
三
才
ま
で
の
幼
児
で

身
体
計
測
と
内
科
歯
科
の
診
察
が
あ
り

ま
す
。◎
三
歳
児
検
診

　
三
才
六
カ
月
～
四
才
ま
で
の
幼
児
で

身
体
計
測
と
内
科
、
歯
科
の
診
察
が
あ

り
ま
す
。
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●
　
　
　
　
●
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お
待
た
せ
し
ま
し
た

　
　
　
　
松
代
に
公
衆

　
婦
人
会
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
松
代

に
設
置
の
声
が
強
か
っ
た
公
衆
便
所
が

こ
の
程
完
成
し
ま
し
た
。

　
水
洗
式
、
タ
イ
ル
張
り
、
男
子
用
（
大

一
、
小
二
）
女
子
用
（
大
二
）
の
立
派

な
も
の
で
す
。

　
場
所
は
、
消
防
庁
舎
の
と
こ
ろ
（
第

四
銀
行
の
前
、
旭
堂
旅
館
の
う
し
ろ
）

で
す
。

　
入
口
は
町
商
工
会
と
同
じ
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
っ
き

り
と
区
切
り
が
し
て
あ
り
、
商
工
会
や

食
糧
事
務
所
と
は
全
然
別
個
で
独
立
し

た
も
の
で
す
。
安
心
し
て
気
安
く
ご
利

用
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
用
の

便
所
が

で
き
ま
し
た
。

　
公
衆
便
所
全
景
　
　
　
辮
…
、
…
、
…
．
…
…
．
翔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
用
の

部部



　
　
　
　
　
ほ
　
い
く

幼
児
哺
育
者
の
集
い

　
　
H
実
際
に
子
守
り
す
る
人
一

　
三
ツ
子
の
魂
百
ま
で
と
い
わ
れ
る
位

こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
扱
い
は
、
将
来

の
発
育
に
も
大
切
な
時
期
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
三
才
児
検
診
で
は
、

す
で
に
八
七
％
も
虫
歯
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。

　
幼
児
哺
育
器
の
集
い
（
孫
親
学
級
、

二
才
児
の
集
い
な
ど
）
は
、
お
母
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
な
ど
、
毎
日
実
際
に
、
幼

児
に
接
し
て
お
守
り
を
す
る
方
々
か
ら

集
っ
て
も
ら
い
、
虫
歯
予
防
そ
の
他
健

全
な
幼
児
の
発
育
を
願
っ
て
、
本
年
度

始
め
て
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
過
日
三
才
児
の
集
い
を
行
い
ま
し
た

が
、
対
象
者
五
十
一
人
の
う
ち
参
加
者

は
、
わ
づ
か
十
七
人
で
し
た
。

　
七
月
も
二
才
児
の
集
い
、
孫
親
学
級

を
開
き
ま
す
。
御
多
忙
の
こ
と
と
は
存

じ
ま
す
が
、
通
知
を
受
け
た
ら
、
お
子

さ
ん
方
の
た
め
に
是
非
進
ん
で
参
加
し

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
母
子
保
健

　
　
　
　
推
進
員
を
増
員

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
今
ま
で
役
場

か
ら
遠
い
部
落
に
だ
け
十
七
名
の
方
に

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
死
産
、
周

産
期
死
亡
、
低
体
重
児
出
産
防
止
な
ど

母
子
保
健
の
向
上
に
御
協
力
い
た
だ
く

た
め
に
、
本
年
度
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
部

落
に
推
進
員
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。
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推
進
員
の
仕
事
は
、
色
々
な
検
診
や

学
級
へ
の
出
席
を
す
す
め
た
り
、
妊
娠

届
を
早
く
出
す
よ
う
に
す
す
め
た
り
し

ま
す
。
母
子
保
健
の
こ
と
で
困
っ
た
り

悩
ん
だ
り
し
て
い
る
人
の
相
談
相
手
と

な
り
、
助
産
婦
や
保
健
婦
へ
の
連
絡
な

ど
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
は
一
切
口

外
せ
ず
、
堅
く
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
か

ら
安
心
し
て
御
相
談
下
さ
い
。

　
各
部
落
の
推
進
員
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　
　
母
性
貧
血
検
査
に
つ
い
て

　
先
日
行
い
ま
し
た
、
母
性
貧
血
検
査

は
、
対
象
者
七
〇
三
名
、
出
席
者
五
三

八
名
で
し
た
。
検
査
結
果
が
分
り
次
第

次
の
要
領
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、

二
、

異
常
の
な
い
人
に
は
通
知
を
出
し

ま
せ
ん
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

異
状
の
あ
る
人
に
は
個
人
通
知
を

出
し
ま
す
。

何
か
分
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
の
保
健
婦
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

●

●

●

部　落 世帯主 氏　　　名 生年月日 屋　号 電話番号 備　考
松　　代 幸一郎 関谷　　静江 S　2．6．10 幸　　佐 7－2123 45年
松　　代 政　　栄 樋ロマツノ T13．10．8 政右工門 7－9217 新

小荒戸 益　　雄 笠原利枝子 S29．3。22 又　　七 7一・7428 新

太　　平 賢太郎 市川　　チイ T15，7．10 浦 7－7569 新

菅　　刈 啓　　治 柳　　　光子 S　5．3，30 中屋敷 7－7359 新

田　　沢 卯　　吉 高橋　　春子 S16．4．15 万　　蔵 7－7339 新

小屋丸 忠 市川マツノ S13．3．16 原 ・7－9677 新

池之畑 政　　一 山賀千枝子 S17．10．10 糀　　　屋 7－9644 新

下　　山 勲 宮沢　　シマ S　5．6．8 田　　中 7－9727 50年
千　　年 カ 高橋　　洋子 S13．12．11 さじべい 7－2625 新

池　　尻 辰　　男 室岡　　一恵 S23。1．28 大　　家 7－8341 新

会　　沢 政　　栄 万羽いよ子 S28。3．14 うばたけ 7－9498 新

清　　水 利　　雄 秋山　　悦子 S　9。8。27 利兵衛 7－9562 新

桐　　山 金　　重 桑原　　智子 S16．8。11 は　　　ば 7－9606 50年
よもぎ平 清　　松 小堺イ　ツ子 S　7．1．19 田　　中 7－9433 新

東　　山 秀　　治 山岸　　時子 S20，12．12 浦 7－9766 新

海　　老 和　　夫 石沢　　カネ S　3．3．4 向　　田 7－9751 46年
犬　　伏 辰　　三 柳　　ハル子 T15．1．26 源　　蔵 7－7273 新

も　う地 昌　　治 柳　　ミ　ヨ　ノ T15．！6，　1 下　　　村 7－7231 新

片桐山 丈　　孔 山岸　　フ　ミ T14．4．28 浦 7－2155 47年
滝　　沢 栄　　作 高橋　　繁尾 T13。3．21 清　　水 7－7158 新

おの島 五三郎 柳　　　　シヅ S　5．5．12 倉屋敷 7－7502 新

田野倉 政　　重 池田田鶴子 S　5．7．18 隠　　居 7－8639 新

仙　　納 宗一郎 本柳　　玲子 S13．4．9 水　　上 7－81．88 新

田　　代 国　　友 中村美笑子 S　2．10．8 ひがしや 7－9113 47年
あざみ平 哲　　郎 高橋リヨ子 S11．5，21 大　　　西 7－8236 50年
小　　貫 栄　　作 中村　　輝子 S13．6．27 林 7－8257 新

寺　　田 理　　助 井上　　トシ S　5．1．6 中　　屋 7－8534 45年
名　　平 英　　作 本柳喜代子 S23．7．1 沢　　　田 7－8319 新

蒲　　生 健　　一 小堺ヨシ子 S19，7．30 中屋敷 7－8273 新

儀　　明 博　　大 小堺　　重子 T15。11，14 作　　兵 7－8672 50年
福　　島 平　　司 西潟都伊子 S14。2．19 か　　　み 8－2062 新

奈艮立 春　　吉 柳　　　　スイ S20．3．14 新　　屋 8－4744 新

室　　野 久　　年 佐藤イ　ツ子 T15．5．13 元屋敷 8－2067 新

室　　野 靖　　夫 佐藤　　悦子 T15．3．16 今 8－4231 新

竹　　所 政　　一 五十嵐スミェ S　7．11．19 かいど端 8－4394 新

濁 春　　夫 谷沢コハル S　8，8．25 う　　え 8－4422 50年
峠 正　　己 牧田　　トメ S　2．12．5 田村屋 8－4363 50年
木和田原 勇　　市 山岸　　　京 S　4．7．20 吉田屋 8－4287 50年

戸
籍
の
窓
口
か
ら

六
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
え
敷
園

お
め
で
と
う
◎
衡

柳
貞
喜
・
本
間
二
一
二
枝

柳
義
友
・
霜
垣
幸
子

藤
田
和
義
・
若
月
恵
子

芯昇

正
・
新
里
君
子

斉木

輝
男
二
局
橋
美
子

苧
島
元
衛
門

片
桐
山
上

犬
伏
奥
村
組

松
代
金
左
工
門

松
代
久
兵
衛

鞍
巽
．
騒

　
　
　
父
春
男

生
井
春
代
　
　
　
二
女
松
代
吉
田
建
設

　
　
　
母
里
子

　
　
　
　
父
文
夫

木
村
あ
き
つ
　
　
　
二
女
松
代
下
ノ
島
住
宅

　
　
　
　
母
広
子

　
　
　
父
諄
一

宮
沢
　
晃
　
　
　
　
長
男
　
松
代
宮
沢

　
　
　
母
喜
久
江

　
　
　
　
父
孝
市

植木た

か
し
　
　
　
　
長
男
　
松
代
お
け
や

　
　
　
　
母
た
か
子

　
　
　
父
盛
郎

萬
羽
直
樹
　
　
　
長
男
会
沢
東
坊
木

　
　
　
母
初
子

　
　
　
父
金
一

松
山
泰
子
　
　
　
長
女
松
代
宮
沢
入
住
宅

　
　
　
母
恒
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

若
井
サ
ワ

樋
口
　
勇

柳
　
利
光

鈴
木
マ
セ

柳
　
サ
ト

相
沢
モ
ミ

石
田
正
晴

柳
徳
太
郎

小
堺
利
一

佐
藤
茂
助

六
一
才

一
七
才

一
二
才

八
八
才

八
七
才

八
八
才

六
二
才

七
一
才

四
七
才

八
十
才

蓬
平
角
右
工
門

田
野
倉
　
前
方

菅
刈
　
前
林

松
代
　
半
七

孟
地
　
新
宅

松
代
友
左
工
門

苧
島
八
左
工
門

奈
良
立
上
か
じ

室
野
　
安
堂

室
野
　
紋
仁

人ロのうこき
　7月1日現在

）
　
）
　
）
　
）

－
↓
　
Q
J
　
5
　
Ω
∪

一
　
一
　
一
　
一

（
　
（
　
（
　
（

1
⊥
　
【
Q
　
－
　
θ
U

6
　
1
⊥
　
6
　
ワ
」

0
　
∩
》
　
∩
》
　
∩
》

り
　
　
　
　
り
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
ン

6
乙
　
4
　
4
　
0
0

数
男
女
計

帯
口
世
人

0
　
Ω
∪
　
Ω
∪

1
　
1
⊥
　
0
乙

亡
出
計

死
転
減

6
　
4
　
0

　
1
　
0
乙

生
入
計

出
転
増

（5）



第
1
2
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　
　
　
　
　
松
代
大
会
盛
会
に
終
了

幽
卓
球
一
般
（
参
加

　
六
チ
ー
ム
）

　
①
松
高
卓
球
部

　
②
松
高
卓
球
部
O

　
B
　
③
役
場
チ
ー

　
ム
　
④
松
高
女
子

　
卓
球
部

幽
卓
球
中
学
校
男
子

　
　
（
参
加
四
チ
ー
ム
）

　
①
孟
地
中
チ
ー
ム

　
②
松
代
中
A
チ
ー

　
ム
　
③
奴
奈
川
中

　
チ
ー
ム

幽
卓
球
中
学
校
女
子

　
（
参
加
三
チ
ー
ム
）

　
①
奴
奈
川
中
チ
ー

　
ム
　
中
B
チ
ー
ム

婦人バレーボール　↑

②
松
代
中
A
チ
ー
ム
　
③
松
代

　
新
潟
で
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
国
民

体
育
大
会
の
成
功
を
な
が
く
記
念
す
る

た
め
、
　
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
が
制

定
さ
れ
、
毎
年
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
、
今
年
も

松
代
町
で
は
、

「
健
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
を
は
か

り
、
生
活
を
明
朗
化
す
る
。
」

　
こ
と
を
目
的
に
、
六
月
二
七
日
松
代

高
等
学
校
・
松
代
中
学
校
・
松
代
小
学

校
の
各
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
熱
戦
が
展
開
さ
れ
・
応
援
団

の
大
声
援
と
と
も
に
盛
大
に
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ッ
は
大

会
日
一
日
で
な
く
、

日
常
生
活
の
一
部

と
し
て
振
興
し
、

健
康
で
明
る
く
楽

し
い
生
活
の
か
て

に
な
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

　
大
会
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

Ω
一
般
バ
レ
し
ボ
ー
ル
（
参
加
十
四
チ

　
ー
ム
）

　
①
バ
レ
ー
愛
好
会
チ
ー
ム
　
②
千
年

　
青
年
会
チ
ー
ム
　
③
消
防
怒
り
の
鉄

　
建
　
④
松
代
教
員
チ
ー
ム

幽
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
参
加
三
チ
ー

　
ム
）

　
①
室
野
チ
ー
ム
②
松
代
白
組
③

　
松
代
赤
組

　
　
　
　
　
（
｝
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

～
～
｝
（
多
》
《
～
～
｝
《
》
《
）
｛
妻
《
♪
《
～
》
f
》
《
～
～

　
松
代
町
野
球
協

会
は
今
年
結
成
二

〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
二
〇
周
年
を
記

念
し
て
、
野
球
を

通
し
て
更
に
ス
ポ

ー
ツ
を
振
興
し
、

健
康
で
楽
し
い
日

町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

　
　
　
早
朝
試

　
み
な
さ
ん
の
ご
観
戦
声
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
六
月
末
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
終
了
試
合
と
成
績

　
ゆA
フ
ロ
ッ
ク

　
　
5
　
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

％
〔
・
・

　
　
1
　
司
工
務
店

ノ

八
十
九
試
合
を
実
施

合
を
奨
励

々
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
来
実
施

し
て
い
た
春
秋
二
回
の
大
会
を
改
め
、

参
加
二
十
四
チ
ー
ム
を
三
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
に
リ
ー
グ
戦

で
二
十
八
試
合
（
一
チ
ー
ム
七
試
合
）

八
月
二
十
九
日
に
行
な
う
予
定
の
決
勝

五
試
合
を
合
せ
て
八
十
九
試
合
を
、
早

朝
試
合
を
奨
励
し
て
実
施
い
た
し
て
い

ま
す
。

　
　
む

％
〔
m

％
〔
詔

　
　
0

％

〔
2：10

松
代
鉄
道
建
設
所

松
代
町
商
工
会
青
年
部
B

新
潟
県
立
松
代
病
院

松
代
鉄
道
建
設
所

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

司
工
務
店

儀
明
タ
イ
ガ
ー
ス

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
）



支
一
芸
，

嵐嚇軋ヤい
を
．
’
8

段
々
田
畦
畔
よ
り
雪
の
消
え
始
む

幹
ぬ
く
し
若
葉
も
ぬ
く
し
朝
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

苗
札
を
立
て
＼
し
ば
し
弦
雨
の
中

障
子
戸
の
鳴
り
て
夜
半
の
春
嵐

一
枝
は
雪
折
れ
の
ま
＼
ぶ
な
芽
吹
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

翼
し

ぶ
み
句
会

五
月
吟
行

寝
ぼ
け
の
頬
に
苗
代
寒
の
風

舟
山
宿
の
湯
舟
に
落
つ
る
春
の
水

枯
　
水

そ
の
中
に
一
人
早
立
ち
花
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

残
雪
の
光
の
こ
し
て
暮
れ
に
け
り

朝
湯
よ
し
ブ
ナ
の
芽
吹
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

水花

雪
折
れ
の
枝
に
新
芽
の
出
で
て
お
り

ブ
ナ
若
葉
東
天
紅
の
流
れ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

紅
　
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雪
吊
り
の
縄
も
そ
の
ま
＼
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

山
宿
に
ま
ず
吟
行
す
若
葉
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

打
枝
も
芽
ぶ
き
て
少
し
悲
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
葉

昨
日
よ
り
今
日
ま
た
芽
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
タ
ン
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

ふ
き
た
ち
と
云
う
草
の
芽
を
皿
に
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

日
記
か
ら
（
無
飾
η
宰
糊
へ
て
）

　
　
　
　
○

甦
み
が
へ
る
如
く
目
覚
め
て
ひ
げ
を
そ

り
心
静
か
に
初
日
を
拝
む

国
旗
を
掲
げ
日
に
映
へ
る
吾
家
の
門
先

を
先
づ
撮
り
初
め
と
す
る
元
日
の
朝

ま
た
一
つ
年
越
し
し
た
り
年
毎
に
悔
の

み
残
る
五
十
六
十

　
　
　
　
※

孫
の
あ
み
し
赤
い
毛
糸
の
キ
ャ
ツ
プ
を

か
む
り
こ
た
つ
で
す
ご
す
節
分
の
今
日

入
り
用
の
物
み
、
な
手
の
と
ど
く
場
所
へ

並
べ
て
今
日
も
こ
た
つ
に
居
り
ぬ

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
日
暮
姉
の
家
へ
電

話
し
て
み
ぬ
用
は
な
け
れ
ど

　
　
　
　
※

遠
く
よ
り
除
雪
車
の
通
る
音
聞
ゆ
吾
を

は
げ
ま
す
も
の
の
如
く
に

除
雪
さ
れ
た
舗
道
へ
出
て
み
ぬ
五
尺
余

り
の
雪
壁
に
そ
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く

西
　
潟
　
ま
　
さ
　
お

　
　
　
　
※

た
ぶ
ら
か
す
き
よ
り
味
も
わ
か
ず
だ
ま

し
も
さ
れ
ず
老
へ
て
さ
み
し
き
四
月
馬

鹿
の
日

一
、
二
枚
妙
な
葉
書
も
配
達
さ
れ
た
若

き
日
を
想
う
四
月
馬
鹿
の
日

沈
丁
花
ほ
の
か
に
匂
う
部
屋
に
居
て
雨

だ
れ
の
音
を
な
つ
か
し
く
聞
く

　
　
　
　
※

追
従
が
た
く
み
な
人
と
知
り
し
時
愚
直

な
吾
と
も
気
づ
き
苦
笑
す

な
ら櫓
林
落
葉
の
中
か
ら
首
を
も
た
げ
ひ
っ

そ
り
と
咲
く
し
ゆ
ん
ら
ん
の
花

古
稀
を
す
ぎ
た
吾
も
出
し
ゃ
ば
ら
ず
し

ゆ
ん
ら
ん
の
花
の
如
く
に
す
ご
さ
む
と

も
思
ふ

い
つ
の
間
に
か
山
は
み
ど
り
に
埋
り
て

い
つ
の
間
に
か
春
は
夏
へ
移
れ
り

％
励
西
松
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
ー
　
役
場
体
育
部
　
B

　
　
　
　
　
（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

㊧
李
ム
ラ
ン

　
　
峰
尾
弘
（
西
松
・
一
号
・
ソ
ロ
）

　
　
本
多
隆
道
（
〃
・
〃
・
ニ
ラ
ン
）

　
やB
フ
ロ
ッ
ク

％
窮
松
代
町
商
工
会
青
年
部
A

　
　
ー
　
ア
ザ
ミ
ヒ
ラ
ー
ズ

⑳
ホ
ー
ム
ラ
ン

　
　
米
持
義
一
（
商
工
会
・
一
号
・
三

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
）

　
　
2

％　％
〔　　　〔

0：76：1

％

〔
3：10

％

〔
1：21

奥
村
組

オ
ー
ル
南
青

蓬
平
ジ
ョ
ー
ズ

大
林
組

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

松
高
ロ
ー
チ
ェ
ス

儀
明
新
生

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

松
代
町
商
工
会
青
年
部
A

大
林
組

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

㊧
ホ
ー
ム
ラ
ン

　
　
山
岸
勝
（
商
工
会
・
一
号
・
三
ラ

　
　
ン
）

　
　
6
　
松
高
ロ
ー
チ
ェ
ス

％
〔
・
・

　
　
4
　
蓬
平
ジ
ョ
ー
ズ

％
愈
謙
猶

C
ブ
ロ
ツ
ク

　
　
2
　
役
場
体
育
部
A

％
〔
ユ

　
　
5
　
福
田
道
路

　
　
　
　
　
（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

％
〔
鵬
簾
彫
響
9

㊧
季
ム
ラ
ン

　
　
山
本
厚
（
伊
沢
・
一
号
・
ソ
ロ
）

　
　
5
　
土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

％
愈
役
場
体
育
部
A

㊧
↑
ム
ラ
ン

　
　
上
原
正
雄
（
土
木
・
一
号
・
三
ラ

　
　
ン
・
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
）

ま
た
ひ
と
つ
冬
を
越
し
た
り
と
同
年
の

友
に
町
で
ふ
と
会
い
ほ
＼
笑
み
あ
い
り

（7）



（8）

小
山
甲
七
さ
ん

　
　
交
通
安
全
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
け
る

　
室
野
の
小
山
甲
七
さ
ん
が
交
通
安
全

功
労
者
と
し
て
七
月
十
日
の
新
潟
県
交

通
安
全
宣
言
記
念
日
に
新
潟
市
公
会
堂

に
お
い
て
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。　
氏
は
昭
和
三
十
一
年
東
頚
城
郡
運
転

者
協
会
発
足
当
初
か
ら
同
役
員
を
振
り

出
し
に
、
東
頚
城
郡
安
全
協
会
副
会
長
、

同
松
代
支
部
長
等
を
歴
任
、
四
十
八
年

か
ら
は
新
潟
県
交
通
安
全
協
会
評
議
員

を
務
め
、
四
十
五
年
か
ら
四
十
八
年
ま

で
新
潟
県
交
通
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
を
受

け
る
等
、
交
通
安
全
業
務
の
先
駆
者
で

あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
お
い
て
も
数
回
に
亘
り
警
察

署
長
の
感
謝
状
を
受
け
る
等
、
交
通
安

全
へ
の
積
極
的
な
協
力
と
献
身
的
な
活

動
参
加
が
今
日
の
栄
誉
と
な
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　自動車運転免許の更新は

　　　　　　　金曜目に変更

　7月から県の講師団の都合で、

第三金曜日に変ります。

　更新手続きや講習を受ける人は

注意して下さい。

　7月16日　●　8月20日
　9月17日　●　10月15日

11月　未定

　交通事故相談は無料です

　不幸にして交通事故に合われた

方で、不明な点や、心配事のある

方は移動交通事故相談所を利用し

て下さい。奇数月の第三火曜日に

総合センターで開設されます。

　7月20日　9月21日
11月16日　　です。

　尚上越支庁では毎日開設されて

いますのでご利用下さい。

　
電
報
電
話
局
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
お
し
ら
せ

△
電
話
機
、
電
話
線
等
を
動
か
す
と
き

　
新
築
、
改
築
の
相
談
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
ら
直
に
電
話
局
に
も
ご
連
絡
下
さ

い
。
大
工
さ
ん
が
来
て
か
ら
で
は
お
そ

す
ぎ
ま
す
。
十
五
日
く
ら
い
の
余
裕
を

み
て
ご
連
絡
し
て
下
さ
い
。

△
新
築
、
改
築
の
際
配
管
も
お
忘
れ
な

く
。　
電
気
工
事
と
一
緒
に
電
気
屋
さ
ん
か

ら
電
話
の
配
管
工
事
も
し
て
も
ら
っ
て

下
さ
い
。

△
電
話
料
金
自
動
支
払
い
の
お
す
す
め

　
支
払
期
日
が
過
ぎ
ま
す
と
、
近
く
の

郵
便
局
で
は
電
話
料
金
の
支
払
い
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
電
話
局
の
窓
口
に
て

お
支
払
い
願
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
自
動
支
払
い
に
い
た
し
ま
す
と
、
お

宅
様
の
指
定
し
た
金
融
機
関
の
預
金
口

座
か
ら
料
金
を
振
替
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
郵
便
局
や
電
話
局
ま
で

出
向
く
手
数
が
は
ぶ
け
ま
す
。

　
「
自
動
支
払
請
求
書
」
は
電
話
局
に

備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
預
金
通
帳
に

ご
使
用
の
印
か
ん
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。　
電
話
　
七
1
二
二
〇
〇
（
無
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
電
報
電
話
局

で
亙

婆
又
迂
き

　
　
調
理
教
室

　
　
　
　
申
込
受
付
中

　
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
で
は
今

年
も
調
理
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
第

二
回
ま
で
は
す
で
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
が
、
三
回
目
以
降
に
つ
い
て
申
込
み

受
付
中
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
明
日
と

い
わ
ず
に
す
ぐ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
先
は

　
町
公
民
館

　
　
電
話
　
七
i
二
三
〇
一
　
へ

　
部
落
・
氏
名
・
出
席
希
望
　
番
号

　
を
講
師
　
笹
川
裕
子
女
史

　
　
　
佐
藤
敏
子
女
史

時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
1
時

①
8
月
n
日
…
お
盆
料
理

②
1
0
月
1
3
日
…
自
家
野
菜
の
利
用

③
1
1
月
1
0
日
…
保
存
食
品
の
い
ろ
い
ろ

④
1
2
月
8
日
…
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の

　
　
　
　
　
　
つ
く
り
方

⑤
1
2
月
2
2
日
…
お
正
月
料
理
と
手
軽
な

　
　
　
　
　
　
酒
の
さ
か
な

⑥
1
月
1
2
日
…
暖
か
い
な
べ
料
理

⑦
2
月
9
日
…
手
づ
く
り
の
お
や
つ
砿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧
3
月
9
日
…
家
族
で
楽
し
め
る
す
し

警
察
官
（
大
卒
）
の
募
集

〃
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
　
警
察
へ
あ
な
た
の
情
熱
を
〃

　
明
春
四
月
採
用
の
大
学
卒
男
子
警
察
官
の
採
用
試
験
が
、

り
行
な
わ
れ
ま
す
。

◎◎◎◎◎

採
用
予
定
人
員

受
付
期
間

第
一
次
試
験

第
二
次
試
験

受
験
資
格

約
二
十
五
人

七
月
中

八
月
八
日
（
日
）

九
月
中
旬

次
に
よ

新
潟
市

　
　
　
　
．
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
二
十
歳
以
上
二
十
八

　
　
　
　
　
歳
末
満
の
男
子

　
　
　
　
・
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
又
は
昭
和
五
十

　
　
　
　
　
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
詳
し
い
こ
と
は
安
塚
警
察
署
、
幹
部
派
出
所
、
又
は
駐
在
所
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。


